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が嗜癖なのである（西田，2015，pp.8-9）」としている。DSM-5（Diagnostic and Statistical Man-











いる。また、厚生労働省は ICD-10（International Statistical Classification of Diseases and 














































































図 2 に示すように、物質依存、プロセス依存、人間関係依存の 3 つのカテゴリーに分類される。





















の報告では 2018 年 9 月現在、我が国の総人口は 1 億 2642 万人である。ギャンブル依存症の約
536 万人という数字は我が国の人口の約 4.2 % がギャンブルに依存していることになる。この





















ている。表 1 は、いずれも 15 歳までに患者が体験した生きづらさを 8 項目に渡り調査した結果
である。































































































































































































る。薬物の通過率を比較すると、中枢神経に抑制 ･ 鎮静作用を及ぼすモルヒネが 2 %、モルヒネ










































































































































































































































の 3 つのレベルとして記している。レベル 1 は、自慰、異性愛関係､ ポルノ、売春、同性愛。レ






































































































 4 Medical Note HP（2018 年 09 月現在）参照　「依存症とは」
  https://medicalnote.jp/contents/150622-000006-CHIUUJ
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